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 Vernon (1966, 1974 1979) のプロダクトサイクル理論は (1) 所与の「外部環境」 −企業間の

競争関係を決定づける諸条件− 、(2) 所与の「外部環境」と企業が製造する製品特性を踏まえた

米国企業の経営戦略 –特に既存企業や潜在的新規企業に対する優位性の獲得− 、(3) 米国企業の

経営戦略を踏まえた製品開発活動/生産活動の立地という 3 つの要素によって成り立っている。

本論の目的は 3 つの要素の中の経営戦略の側面に焦点を当て理論の中に存在する米国企業の経

営戦略を明確にしてプロダクトサイクル理論の本質を解明することである。プロダクトサイク

ル理論では所与の「外部環境」に対する米国企業の経営戦略を踏まえて各活動の立地が決定づ

けられているために米国企業の経営戦略が理論の根幹を成しており理論の中に組み込まれてい

る経営戦略を明確にすることによって理論の解明が可能になるのである。 

 本論の目的を達成するために本論では以下の 3 点に取り組んでいる。第一に理論の詳細な説

明を通して 3 つのプロダクトサイクル理論の中に上記の 3 つの要素が存在していることを確認

することである。第二に 3 つのプロダクトサイクル理論に存在している米国企業の経営戦略を

一般化した形で提示することである。そして最後に一般化したプロダクトサイクル理論の経営

戦略を現代の経営戦略論と比較しその特徴を明らかにすることである。従って、第 2 章から第 4

章にかけて各理論の詳細な説明を通して (1) 「外部環境」、（2）所与の「外部環境」や製品特性

を踏まえた米国企業の経営戦略、(3)、R&D 活動と生産活動の立地の 3 要素によって成り立って

いることを確認する。第 5 章では Vernon の初期のプロダクトサイクル理論の独創性が経営戦略

に求められることを確認した上で各理論の経営戦略を端的にまとめ一般化した経営戦略を提示

する。第 6 章では Vernon の経営戦略を現代の経営戦略論と比較しその特徴を明らかにすると共

に Vernon は理論の中に非常に精度の高い経営戦略を組み込んでいることを示したい。 
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